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　台風は巨大な大気め渦まきで中心付近は暑しく気圧が

低く，それをめぐって反時計廻りに暴風が吹きこんでい

，る．この台風が海上に出現し進行し七来るにつれて海況、

に大きな変化参起り，それがひろがり伝わって行く．

　台風中心から遠く離れた日本の沿岸でまず認められる

のはウネリ，海中の振動現象である．ぞれから脈動（

microseismus・地震計の微震動）であり，沿岸の海潮流

の変化歪多り・海水位の増大である・ウネリは岸に進ん

で来て磯波（土用波，捲波など）となゆ崩れ砕ける．

　そして長汀流（Long　shore　current）や急濡流（Rip

current）をおこす、捲波がくだけるとき海鳴も起る．ウ

ネリ，暴風などにより異常な水位の上昇も起り，湾内に

副振動を誘発する・陸棚静振を起すとともあり，磯波の

捻り（Surf　beat，周期1－3分）を起すこともある．

　ウネリは台風中心付近から発進して11000km以上2000

kmも距った灘岸に到達し，波の動揺と砕け波による乱

渦混合で沿岸の水温・塩分成層を破壊する．異常気象潮

流が異なる水塊の流入運搬による昇温昇餓あるいは低温

をあらわすこともある．水塊の逆転や湧昇の場合もあ

る．また湧昇（上昇流）も起る．中心近傍に方向の異な』

る風による大波が交叉し：てその結ぴ目のところに干渉し

合って山のような3角波も生じる．暴風のストレス歪力

で当然波は起る．又風のために湧昇流も起る．

　このように台風に伴う雑多な海況変化を観測し，その

連関機構を明かにして予報に導くことは重要な問題で，

その手がかりをつかむことが本稿の目的である．

　1　漁民間の伝承

　目本の漁村1こはほとんど全国にわたって長年の経験に

よって得られた伝承があり，それらは一致して海況の変

化が暴風の前弗として生じることを教えている．1グ

（1）・「シケにな為前シオ速くなる．（房州）時化潮（シ

ケッチョ）という」「天気の狂う前シオ変る．」「シオが，

シケを先にしらす・シオ強くて網張れぬ（網持てぬ）．よ

’うな急潮のとぎ，1－2．目後に強い大風が吹いた．」「天

気変るときはシオが狂う．シケ前シオが上下とも強くな

る・」（土佐湾）r倉風なξ来る2良ぐらい前から下り銘

オ（南一南西流）で・南東からウネリ来る．」（目向沿岸

土々呂）．（鹿島灘）「天気変るときコミシオー（向岸流）（磯
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　浜）北風吹くときはサカシオ（沿岸南下流）前目に強く．

　なる．」「遠州灘ではシケ前『山ぜシ才』といって入りシオ

・　（向岸流）が強くつける。」（千葉県勝浦）　「シケ前にな

　る紅暖流強くなる」・（九十九里浜片貝）「シケ起る前秋口

　出シシオ（離岸流）速くなる．おさまるとコミシオ（向

　岸流）になる．⊥（伊豆大島）「台風来る前マシオ （黒シ
　　　　　　　　　ン　ゲ　　　　テヨ
　オ）の流れ強い．時化ッ潮という．9月頃シオ1番速く

　澄む．」（相模湾）「シケ前後急潮が沖の大島の方から江』

　ノ島一大磯の方へ突こんで来て真鶴の方へ沿岸をサキシ

　オ（西行流）になうて来る．」　このような諸例でみられ

　るように太平洋岸ではシケ前になるとまず沖合の方で黒

　潮り変化が起り流れが急になり且つ向岸流を生じて，浴

　岸にはいりこみ，岸では反流が強くなるところが多い’

　　鹿島灘，外房，相模湾，熊野灘， 目向灘などでも岸で

　は天気悪変するとこの反流に急潮の起るのが常である．

　ひどいときは大きな定置網が流失する．

　　目本海側ではどうか・天草島・五島・毫岐，対馬の方

でもシケ前にシケジオ，あるいはバカジオといって，シ

オが馬鹿に速くなり，あるいは狂う，コミシオや出シジ

オが起ったり，片シオ（潮汐流の常態と異なり一方向ぎ

のシオ）になったりする．2重潮，舞いンオ，ネヂレ潮

が起る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ（2）シケ前にウネリが来る．台風の1－5目前からウネ

　リが来る．（このウネリは色々な周期波長の波のスペン

　トラムより成る．）　　　『

（3）シケ前ウネリがまだ海面に現われない前からr底揺

れ」が起り，潜水夫海女は仕事にならない．「下がモメ

ノレ」といって下の方に動揺が激しくなる．まず大風前海

底の方からニゴリが煙のように出る．魚をとろうと下を

向いているξグーツと腰の方をウネリが，もって行く．海

女が海底に立っておれなくなる・海底の方で小石が動ヤ・

てカチャカチャ拍子木を打つように鳴り又大石がブッづ

かり・きしり合って・ギーギー・・バ病バリ，騒音がは．

げしくなる．家ぐらいの大石がギーツギーツどきしり，

動き出す．・そのうち何10貫もある底石がビュンビュン飛

んで来るようになる．海底が波立って仕事にならぬので

海面卜卑るζ上の方はまだ波もな．く静かであ勧裸潜り

が天気の悪くなるのを1番早くたしかに知る．この底ウ
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ネリ底ゆれはシケの2－3日前から起っているからこれ

を自記させた各地の記録から天気予報に役立てたい．「・

海中測候所」の設置が必要とされる所以であ’るボ

（4）「シケ前にアビキ（マビキなどという，副振動）が

現われる．」特に九州’西梅に顯著である．

　太平洋側でも紀伊水道，下田湾や所々の内湾，港湾，

河口でよくみられる．周期は1分一30分ぐらいを中心に

ドーツとみちて来てドーツとひく．干満差は20～30cmか

らひどいときは1m以上になり（長崎港）被害を見るこ
　　　　　　　　　　メともある．これは検潮儀の記録に明示されている．

（5）「シケ前にシオがふくれ，高ミチする．」これはコ

ミシオ（向岸流）が起ること，ウネリが来ることと一致

している．叉普通ならヒキ盛りにミチたり，ミチ盛りに

≧イたり干満の潮汐が狂う．これをも合せて「天気変る

とぎシオが狂う」といっておる．

　南海乃至は南西海上から台風が北上接近するとき九州

西沿海，瀬戸内海（紀伊水道を含む）によく経験せられ

ている．これのひどいのが高潮（タカシオ）であるが，

暴風津浪まで行かない気象潮の水位上昇が台風前にすで

に前ぶれとして現われて来る．「八朔シオ」．「8月（旧）

の田呑ジオ」は二百十日ごろの大潮時の気象潮である．

（6）「シケ前水温が急に昇る（あるいは逆に降下する所

もある）」．大風吹く前シオがヌククなる．1。一3。Cもト

2－3日うちに上昇する．叉はシケ前急に底が冷たくな

って裸潜りがはいっておれず陸に上ることがある．相模

湾の冬の急潮ではいつも水温の急昇がみとめられてい

，る．3）4）乱温になることもある．

（7）「シケ前シオが濁る．」ζれも底ユレ，底ウネリのた

めである．まず海底から白い煙が立つように濁り出すと

夏2－3日すると大がいシケ（台風）．海中が白，黄か

ら赤土色に濁って来る．シケ前海中に細砂が浮き，海水

を茶碗で汲むと砂が混る．浜の砂がブクブク浮き足がズ

ブズブはいるほど1軟くなる．

　シケ前港の（砂質）海底が軟くなり錨が利かなくな

る．反対にシケ前沖合の海水が流入してシオの澄む場合

もある．南の大風（台風）の2－3目前海中が透ぎ通る

所もある．一

（8）この外魚介類（アワビ，サザエ，ナマコ，小魚）の
　　　　　　　　　　アカシす　　ニガぞノナ
＼生態の異常や，シケ前赤潮（苦潮）の出現など，海の変

化と共に空の色合の変化，特殊光象その他気象雑象の変

化がある．1）

　1　従来の観測結果

　次にこれまで実際に観測分析された諸例をのぺる．

（1）まずシケ前後のシオの変化，急潮とそれに伴う水温

塩分の変化については三浦2），木村3），宇田4），野満4’）

らの報告がある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　インド洋のサイクロンの場合，その北上近接に伴って

ベンガル湾頭に東から西へ流れる急潮が現われ沿岸水位

2

●

が上昇，メキシコ湾でもハリケーンが北上するに伴い沿

岸に西へ急潮が見られている．そしてバーミューダ島あ

たり1と低気圧が来たとぎは大暖流Gulf　Streamが抑制

され，反対にそのあたりに高気圧が来たときは加速され

る．台風の場合も同様で強い向岸流とこれにつづく沿岸

急潮が予想される．梅雨季から梅雨明けにかけて気圧配

置の激変が黒潮の急激な北上発達を促すものとみられ

る．パルチック海でもスカンヂナビア半島に低気風ジ

ュットランドに高気圧襖のあるとき外洋からの流入が盛

んで，中部スカンヂナビアに高気圧があってスエーデン

、南部に襖状に突出するときは外洋への流出が盛んであ

る．8）

　このような気圧配置と風がどのように海流の消長に影

響するかの機構がもっと明かにさ、れねばならない．気圧

差に対応する水位差，水圧差に応じて傾度流（気圧流）

が起り，風速に比例（V＝kW」kニ0．02－0．03）して

吹送流が起り，風速の2乗に比例する海水堆積が岸に起．

る．また低気圧に対応する海面の盛り上った大きな離れ

波が進行する．上昇流も起る，9）

　1953年1月31日一2月1日ノースシー（北海）に大暴

風があり，英国，オランダなどの沿岸に風津浪（高潮）

が起った．1954年ローマの国際地球物理学会の暴風津浪
　　　　　　　　　　　　　　バ
シンポジアムで発表された論文からぬき出してみよう．

　英国海洋研究所のカラザースらは灯台船の流速計実測

からドーパー海峡を通じて大量の大西洋水が流入し，英

国東岸からも北東流で流出した海水が北海中央部に堆積

し・1月31日の強西風で閉じこめられた水が中央部から

東へ破れ出て，北オランダ海岸への強流となった．この

間ドー・バー海峡からの流入は続いていた．2月1日北西

風に風が変って東流が抑へられドーバー海峡への反射を

強め，南西への逆流は最強1日28．4浬　（平常流入の8

倍）に上った．その後2日間の風は北風後北東風で風力

は衰えて行ったが南西にドーバー海峡を流出は4日間つ

づいた．

　同じ英国海洋研究所のボーデンはドーバー海峡で1953

年2月一1954年3月はり渡した電話ケーブルの電圧連続

記録により（ファラデーの法則により）流れを測定し，通

常の潮汐流に重った吹送流の脈動を解析（例1954年1月

3目南西流吹送流のピ・一クは約2ノット，ロウエストフ

　トで水位異常上昇約5択を起した），この流速は北海と

英仏海峡間の水位差と局地風によるとした．デンマーク

の気象研究所エゼダールはジュットランド東岸で数年間

に観測された著しい水位上昇は低気圧の西から東への通

過と強い北北東風に結ぴついていることを確かめた．

　カナダ海洋学合同委員会のハッケはハツファックス港

灯台船の観測により，熱帯性低気庄の生成と移動に結ぴ

ついて東方よりの流れ起り，これが水塊の交代を生じ，

熱低北上近接のi数日間に底の水温塩分の著変（表層流め
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岸への流入，下層の沖への流出による）を見出じ，これ

は洋上の気圧差によって起った流れと説朗されている．

軽い表層水の岸への流入が半日以上吹ぎ続く強い東偏風

’に結ぴついて起り，その水を海岸に堆積して港内の水位

を高めた．

〈2）シケ前後の水温等の変化について筆者の調べたとこ

ろを次にのべる．5）

　　　更＝γ聖旦＿・v』辺
　　　∂諺　，∂z2　　∂κ
　　ここにγ＝ノ勧，（波，風，流れ）

　　’レ＝V戸o（彦）＋ノ160s（ω診＋α）十β60s（2ω∫＋，β）

　（i）室戸台風（あ』911、9mb，’昭和9年9月21日）

のとき日本沿岸の水温変化（海洋時報，袖戸海洋気象台

およぴ気象要覧による石垣島，名瀬，串本，御前崎，布

良の水温）を調べた．また昭和10年8月29目及ぴ同年9

月24日～25、日の台風，・昭和4年8月15日（土佐上陸），同

5年8月12日（長崎通過）・同6年9月26日（五島通過）

の台風についても名瀬，富江，長崎等の水温比重（塩分）

の変化を調べた』その結果，シケの2－3日前に沿岸水

温，上昇し極大をみとめ，台風通過の2－3日内に水温降．

下し極小に達している．

　（ii）記録的猛台風（ρc＝898mb＝673．6mmHg）’を

1949年10月5－6目潮岬南沖（約24。’一25。N．135－136

E）で水路部第・4海洋丸（船長佐藤孫七）が決死的観測

をした．1ノ）．この記録を調べると風速最大6馳ノ8，波浪

9（波高10m），ウネリ7（旧制），台風眼20分．台心

通過の32時間前に表面水温の極大を示した。

　（iii）、1942年8月27日台風（ρ・〒933mb＝700mmHg）・

が中国地方周防に上陸し被害甚大であった．当時筆者は

水路部観測班に加わって豊後水道の水中聴音盛夏騒音問

題のため8月25日一9月2日観測を続行していた．水温

塩分の各層観測とエクマン流速計による各層毎時測流が

4隻の観測船で行われていた．この場合台風の近接と共

に内海へ流入する北上流が強くなったが台風通過後は内

海から流出する南下流が増した．（1》の北海の場合と同様

である．台風通過前は水塊の夏季成層（水温塩分）が著し

かったのに通過後は成層がすつかり破壊されて強風波の

乱渦混合により水温塩分上下一様になり，しかも水温は

通過前に比し＋1。一＋4。C上昇した．このことは黒潮

系暖水塊の連続的な移流による効果によると思われる．

　上ゲシオ時（満潮時からその1時間後）水温極大が満潮

時前1－2時間の北上脹潮流1－2ノットの流速極大に

伴って現われており・下ゲシオ時には南下流極大1ノッ

ト干潮時ごろ水温極大と共に現われているこξが明かに

なった．・そしてこの現象は半日周潮と共に反覆された．

それらの潮汐流効果を消去した場合豊後水道の横断面積

について積分流速値による移流効果（＋）が実証され，

この水平移流輸送によるその結果の水温上昇が証明され

1955年9月
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た・またこの場合内海系水と外洋系水の潮境、（前線）の

移動につれて水温の急変がみられた．

　　月令からみて第1次観測の8月25日17時一26日12時
　　　　　ち　（22時間連続測流）は大潮の満月前後で台風の1－2日

前に当り・ΣΣ’Vコミシオ勝ちであったがジ第2次観測

・の8月29日11時一30日13時（27時間連続測流）は第1台
　　　　．∂θ
風後で誘夷「樫小となり∫、乱温消失と共に2重ジオ及ぴ

：水中聴音の雑音消滅して音響的に透明となった」つづい

て8月31日小さい第2台風（746mrh）の土佐上陸あり1

　9月1日17時一2日9時（17時間連続測流）の第3次観

潮は羊弦半月の小潮時宅台風通過後出シジオ（ΣΣ、7），

が卓越，沖合暖水進入によるゴθ＋の高温化が明かにな

った．当海区は半日周潮が卓越し，‘高潮時は北流期で高

温期，低潮時は南流期で低温期になっており；転流期は
　　　　ヤ
　2重潮現われ乱温が上下補償流ク）関係が現われた，

　（3）　このほか庄司大謙節氏（永路要報第25号1b51ン

によれば昭和21年7月26日（台風渾過前）影7月31日（通

過後）足摺岬沖で第4海洋丸の観測によると，下層水上

昇のた沁400m以浅に2・5。い8．5。Cの水温著降塩分0．1％

低下した．中央気象台の増沢譲太郎氏（海洋報告第1巻

3号，1950）にょれ，ば南方定点（130。E，29。N），で1949

年観測中ジュディス台風，キティ台風通過による異種水

塊の流が200m層までみられ特に50m層以浅に著しかっ

たのは，亜熱帯収れん線に近接して位置したためもある．

　　　　　　　　　結　　　　び

　以上のごとく，台風の通過によりシケジオ（Stormy

current）に相当する強い水平移流，上昇琉9）など生起

して海況変化が起ることが沖合，沿岸之もに明かにされ

た．さらに近時近岸の一Long　shore　currentや，Rip

currentについてはShepardが熱心に研究報告してい

る．ま1た水塊のover　tumもある．水塊の安定度によっ

て時期的に同じ台風による海況の変化にも大差を生じ

る．Storm　sur琶eについても近時単unkらが波速の著

しく大きい周期の長い（15分）高さの低い（1吋位の）

ウネリの先駆波がふつうのウネリより1日半も．早く走っ．

て1948年春加州沿岸に到達が見出され，天気予報に極め

て有用なることを証明した．日高，市栄，彦坂氏らは理

論的に円形吹送流につき論じている．中野猿人，宇野木

早苗らはウネリと低気圧の関係について詳査しており，

ハリケーンとウネリについてはCline，6）Tannehil17）

なども論及しておる．

　然るに台風による海況の変化についてはまだ研究の序

、の口であ急ことに海流の変狙にりいては経験上歴然と

しているにもかかわらず未だ自記流速計などによる連続

測流に乏しい．そしてこれも何カ所かで行って（例えば

相模沿岸，大島沿岸など）急潮の連関機構を明かにしな

ければならない．一又ウネリ，底われ，アビキとシケジォ

の関連的機構も知る必要がある．　（次頁の下に続ぐ）
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　1．6，7月の気象状態の経過

　今年の6月は梅雨現象が不明瞭であった．5月末には

例年のようにオホーツク海に高気圧が形成され，本邦南

岸沖には梅雨前線が東西に連なり順調に梅雨に入った

ボ，その後北方洋上の高気圧は弱く，25日には一時的に

中心示度1020mbとなったが停滞することなく関東に

移動し去り持続的な北高型気圧配置とはならなかった．

一方梅雨前線は持続的に存在し，全国的に曇天の日が多

かったが前線活動は概して弱く，雨の降り方も散発的で，

しとしとと降るいわゆる梅雨型の永雨はあまり見られな

かづた．ただし新聞などに散見するように，今年は空梅

雨だったというのは当らないように思う．第1図は6月

の降水量偏差（mm）の分布図であるが，一見ただちに

わかるように雨の降りかたには地域的にかなりむらがあ

って，表日本，山陰，北海道南東部では例年より少なく，

関東では水不足のために田植のおくれた地方があった位

だが，その他の地方は多く，特に九州，北陸，東北，北

海道の西部では被害を伴う程度の豪雨により平年以上の

雨量を記録している．要するに今年は梅雨がなかったの

ではなく「きまぐれ」だったといえ’よう．

　6月の不明瞭な梅雨に続いて7月には暑い夏が訪れた．

梅雨前線は上旬にはなお日本付近を東西に走っていたが

その勢力は依然弱く，局所的に強い雨を降らせる程度に

過ぎず，中旬始めには北海道北方に去り，その後本邦は

北太平洋高気圧におおわれて月末まで毎日晴れた日が続

くようになった．また10日頃には台風7号が早くも南方

洋上に出現し，以後13号まであいついで北上したが皆小

型のもので，本邦南岸沖に到達した後は急速に衰弱し，

九州に上陸したもの（8号）が1個あったほかは本邦の
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第1図1955年6月総降水量編差分布図単位nim．
実線は正偏差．破線は負偏差を示す己

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天候に大きな影響を及ぼさなかった．このような典型的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な夏型の気圧配置のおかげで本邦のほとんど全部，とく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に関東以北の北日本各地は厳しい暑さにおそわれ，この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果，水道の給水，電力，氷の不足》日本脳炎その他の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝染病の蔓延，毒蛾の発生等各種の社会問題が話題の種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をまいたと同時に，農作物は大豊作となり，・海や山は避
』r、＾．、＾．、＾【ゾ、～、～、（》、～v》v》1、～v》v㌧v》v㌧【・ハ《《《《r》いノ、【ノ》v、【ゾ》》、（》、～v》》》v》v》v》v｝、

　（前頁より続く）　　　　　　　　　　　　　一　　　　　4）宇田道隆：目本海洋学会誌　9（1）1953・

　たゆみない努力による連続記録観測に基いてのみ実証　　　4ノ）野満隆治，服部達吉：地球物理（京大）4（2）

的なデ＿タ＿が得られ真に生ぎた理論的研究が達成せら　　　5）M・Uda：On　the　Variation　of　Wate「

れよう．この興味ある海洋気象：学の問題に海洋学者，気　　　　　　　Tempe「atu「e　due　to’the　Pas5age　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Typhoon．ノ1．L．0．P．Pブoo．』Vθブ威　No．6
象学者が協力して解決の日の早からんことを台風災害国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1955）
日本の防災のために，世界第1の水産国の増産防災のた

めに祈望するものである．　　　　　（東京水産大学）

　　　　　　　　　交　　　　　献

　1）宇田道隆：海洋気象学　天然社　1954年。

　1ノ）佐藤孫七：水路要報N軌11，　昭和24年3月。

　2）三浦定之助：定置漁業界　No．1．1927．

　3）・木村喜之助：水試報告　N軌10．1940・
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6）

7）

8）

9）

1．W．Cline：Tずoρ加Z　Cフ‘」㈱ε1926．

1．R　Tannehill：11πブガoαπ8．1945．

H．Weidemann：Unt6rsuchurgen　Uber　hydr．

Vorgan言e　in　der　Beltsee．　Kづ81召ブ　ルfεεブεs

Foずs6hπ”8ε”．Bd．VII．Hf．2．・1950．・

A．・Defant　：・P』yπ伽nグs6h6f　Oz8απog錫ρh飽．

1929．　107．
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